
 ふだんの自然観察会では、何か対象を決めて、それをじっくり

観察しています。今回は、てがたんコースで見つけた生きものの

名前を使って「しりとり」をすることで、対象を絞らずにいろい

ろな生きものの発見を楽しんでみようという企画です。ヤマシギ

のように視野を広げてみたら、思わぬ発見があるかもしれません。 

  

▲正面から見たヤマシギの頭部。眼が真横に付いているので、ほと
んど360°の視野があり、外敵の接近に気が付きやすい。ヤマシギは
手賀沼周辺では冬鳥なので、残念ながら今回は見られません。 



てがたんしりとりのルール 自分たちのしりとりを記録しよう 

 実際に見つけた生きものの名前でしりとりを行います。

その時までに見つけた生きものはOKですが、まだ見つかっ

ていない生きものはだめです。生きものの名前以外の単語、

たとえば「ぬま」や「かぜ」はなしにします。 

 そのほか、普通のしりとりのルールで禁止されているこ

とはだいたいOKです。たとえば、 

 

・「ん」がついたらそのひとつ前の言葉を併せてしりとり  

 する。たとえば、「てがたん」で終わったら、「たん」 

 から始まる言葉で続けてOK 

・正式な種名ではなく、グループの名前や、地方名・別名 

 でもOK 

・生きものの名前の前に形容詞をつけてもOK 

・濁点などはなしで考えてもOK 「ば」→「は」など 

 

しりとりの例： 

 

 チームに分かれてしりとりを楽しんでもらいます。チー

ムごとにどんなしりとりが出来たか記録してみましょう。 

 

アズマヒキガエルの 
オタマジャクシ 

白くてふわふわした 
シロダモの葉っぱ 

はりきってさえずっ
ていたホオジロ 


